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書名 内容 表記 刊行年 刊行地
Catechismus christianae fidei 日本のカテキズモ 教理書 ラテン語 1586 リスボン
Oratio habita a Fara D. Martino 原マルチノの演説 その他 ラテン語 1588 ゴア
Christiani pueri instilutio キリスト教子弟の薫陶 修徳書 ラテン語 1588 マカオ
De missione legatorum japonensium
遣欧使節対話録
その他 ラテン語 1590 マカオ
どちりいなきりしたん 教理書 国字 1591? 加津佐か
Sanctos no gosagueô no vchi nuqigaqi
サントスの御作業の内抜書
修徳書 ローマ字 1591 加津佐
Doctrina christãoドチリナキリシタン 教理書 ローマ字 1592 天草
Fides no dǒxi ヒイデスの導師（図 1） 修徳書 ローマ字 1592 天草
ばうちずものさずけやう 典礼書 国字 1593 天草か
Feiqe no monogatari; Esopo no fabulas; Qincuxǔ
平家物語・イソポ物語・金句集
文学書 ローマ字 1592-3 天草
De institutione grammatica libri tres
天草版ラテン文典
語学書 ラ・ポ・日ロ 1594 天草
Dictionarium latino lusitanicum ac japonicum
羅葡日対訳辞書
語学書 ラ・ポ・日ロ 1595 天草
Contemptus mundi コンテムツスムンヂ 修徳書 ローマ字 1596 天草か
Exercitia Spiritualia 霊操 修徳書 ラテン語 1596 天草





Compendium Manualis Nauarri 
ナバルスの告解提要
修徳書 ラテン語 1597 天草か
Confessionarium さるばとるむんぢ 典礼書 国字 1598 長崎か
落葉集 語学書 国字 1598 長崎か
ぎやどぺかどる 修徳書 国字 1599 長崎か
Doctrina Christão ドチリナキリシタン 教理書 ローマ字 1600 長崎か
どちりなきりしたん 教理書 国字 1600 長崎
おらしよの翻訳 典礼書 国字 1600 長崎
朗詠雑筆 文学書 国字 1600 長崎か
Aphorismi Confessariorum 金言集 修徳書 ラテン語 1603 長崎か
Vocabulário da Lingoa de Iapam 日葡辞書（図 2） 語学書 ポ・日ロ 1603-4 長崎
Arte da Lingoa de Iapam 日本大文典 語学書 ローマ字 1604-8 長崎
Manuale ad Sacramenta Ministranda
サカラメンタ提要
典礼書 ラ・日ロ 1605 長崎
サカラメンタ提要　日本語附録 典礼書 ラ・日ロ 1605 長崎
Spiritual Xuguiŏ スピリツアル修行 修徳書 ローマ字 1607 長崎
Floscuri 聖教精華 文学書 ラテン語 1610 長崎
こんてむつすむんぢ 修徳書 国字 1610 京都
ひですの経（図 3） 修徳書 国字 1611 長崎
太平記抜書 文学書 国字 ？ ？































　国字本「ひですの経」は同書の第 1部を中心とする翻訳である。ルイス・ デ・ グラ
ナダはキリシタン版「ぎやどぺかどる」の原著Guia de pecadores の著者でもある。
コンテムツスムンヂ

























aguetamǒbeqizo-/to xian xeyo ?）何れも謹んで天を臥し拝み（SP66r-14）
・ サンペドロ言上し給ふは：御身は何処へ御幸なさるるぞと？（von miua izzucu ye miyuqi 
nasaruru zoto ?）御主答へ給ふは、再びクルスにかからんが為にローマへ赴くなりと宣
ふなり（FD249-5）
・まして帝王とは如何でか言はんやと言ふ心なり？（icadeca iuanyato yǔ/cocoro nari ?）
ジュデヨらはこの言葉を聞き、（SP39v4）













































































































Chrisã Ordenada a maneira de Dialogo, pera ensinar os minins, Lisboa, 1602を上段に示し、
日本語訳であるローマ字本「ドチリナキリシタン」（1600長崎刊）を中段、国字本「どち
りなきりしたん」（1600長崎刊）を下段に示す。
M．Dizei vos minino, qual he o sinal do Christam?　（師　子よ、お言い、キリシタンの印
とは何か？）
D． Christãno xiruitoua nanigoto zoya?
弟　きりしたんのしるしとは何事ぞや
D． A sancta Cruz.　（弟　聖なる十字架。）






















や か 疑問詞＋ぞ と・と～ その他 計
サントスの御作業 128 8 64 0 34 234
ヒイデスの導師 269 0 52 3 19 343
コンテムツスムンヂ 106 8 86 0 24 224
サカラメンタ提要 31 0 0 0 0 31
スピリツアル修行 243 2 106 3 28 382
バレト写本 58 12 30 9 9 118
・辺りの人々これを見て父母を諫めて曰く、何とていらぬ辛労をせらるるぞ？（nanitote 
iranu xinrǒ uo/ xeraruru zo?）御身の子をばデウスの味方となし給ひて（STp46-22）
・すなわち学者の長吏慢気の気色を以てビルゼンに対して申すは：恥も無きイドロスをそ
しる者は汝か？と。（Idolos uo so-/xiru mono ua nangi ca ? to.）サンタ打ち笑つて、如
何にも柔らかに（STs69-2）
̶( 10 )̶






き？（nani no/ xisaino arubeqi ?）このたび無念を散ぜずは、（STs12-5）
・ ジョセフ御声をあげ給ひ、汝等何の報いにてかかる罪科の身となれる？（nangira nanino mu/
cuinite cacaru zaiqua no mito nareru ?）われこの国の権柄をば知らずや？否やと宣へば、
（STs36-10）
・いかに御身聞こしめせ、今より我等をば誰にまかせ、子供は何となし給ふぞ？彼等が父
をば誰と名乗るべき？（carera ga chichi uoba tare/to nanoru beqi ?）御身の位と、財宝
をば誰にゆづれと思し召し給ふぞ？さても日頃（STs46-18）
・ その中より一人進み出で給ひて、我に問ひ給ふは、見る人衆を誰とか思ふ？（miru ninju 
uo tare to ca vomô?）何処より来り給ふと思ふや？と。その時我答へて申さく、（STs182-9）
引用の「と」の後ろに疑問符が現れた用例には、初めに挙げた例の他に以下がある。
・これを見せ給ふアンジョにサンジョアン尋ね給ふは、これらは何たる人々ぞと？（corera 
ua nanitaru fitobito/zo to?）アンジョ答へて宣はく：これらは様々の難儀を凌ぎ給ひて、
（FD287-15）
・ 御主に申し上げ奉るは、かの童子の申す事を聞こし召し給はずやと？（cano dôji no 
mǒsu coto uo qico-/ximexi tamauazu yato ?）ゼスキリストのこの御返事には、（FD378-14）
・如何ほどの喜びを以てか御顔ばせを拝み給ふべきぞと思案せよ？（icafodono yoocobiuo 




・ この証拠をば各々デウスの如く崇めらるるアポロの記録に表れずや？と宣ひ（Deus no 







・ このサントはオラシヨのたびごとに、Deus meus & omniaと、宣ふなり。これ。如何に
デウス、我が万事は御身なり、といふ心なり。（Icani Deus , vaga banji ua von mi nari, 
to/yǔ cocoro nari.）（STp184-22）
而じてシメヨン、アベカラ、アナニヤス、と言ふ三人の老人を（Ananias , toyǔ sannin 
no rǒjin/uo）殺し奉らんとするに臨んで、（STs311-10）
・御哀れみを顕し給ひ、御息災を我に与へ給へ我が君、と宣ふものなり。（go socusai/uo 





・何と様に知れ給ふぞと言ふに（xire tamǒ zoto yǔni）（STp129-2）
・ 誰か我らが中より仏神に対して、か程の苦しみを堪ゆべきやと言へり。（cafodo no/
curuximi uo corayu beqiya to iyeri.）（STp171-5）
・如何なる道を以て強く重なるべきやと言ふ事を（casa-naru beqi yato yǔ coto uo）思案
すべきものなり。（FD86-10）
・如何程慣用なりやと言ふ儀を（icafodo canyô nari ya to yǔ/gui uo）（FD107-21）
「スピリツアル修行」では引用の「と」の直前で分かち書きをした例は 1例しかない。
・如何に御主我が足を洗ひ給ふべきやと、申されければ：（icani von aruji vaga axiuo arai/





uo fitotçu ni xite/migui no gosacu no mono ni fusocu aru beqi ca-/to tazzunuru toyǔ tomo ,）
（FD27-11）
・ 如何程の御悲しみをか抱き給ふべきぞと思案せよ？（icafodono/võcanaximiuoca 
idaqitamǒbeqizo-/to xian xeyo ?）（SP22v13）
・如何程か御礼を申し上げ給ふべきぞと思案せよ？（mǒxi aguetamǒbeqizo-/to xian xeyo 
?）何れも謹んで天を臥し拝み（SP66r-14再掲）
・御アニマ、御色体に何事を受け給ふぞと言へる事を観ぜば、（Von-/Anima, goxiqitaini 
nanigotouo vqetamǒzo-/to iyeru cotouo quanjeba,）（SP92v-5）
・ その時ピラトス、ジュデヨ等より申し掛くる事共を聞き給はぬやと、（Iudeora yori/mǒxicaquru 





































gosacuno mono ni ua ategǒ/beqi?to,qengoni fentǒ xi tamǒ mono nari.）（STs313-8）
・何処ともなく出で行くぞや、ただしプチハル御許しか？その身一人の狼藉か？と、（sono 
mi fitori no rǒje-/qi ca? to, ）かの装束を取出し、（STs17-9）
・ ビルゼンに対して申すは：恥も無くイドロスを謗る者は汝か？と。（Idolos uo so-/xiru 


















サントスの御作業 8 29 173
ヒイデスの導師 27 144 134
コンテムツスムンヂ 3 128 83
サカラメンタ提要 4 27 0











・ しかるにおいては、何事を第一望み給ふべきや、（Xicaru ni voiteua/nanigoto uo daiichi 
nozomi tamǒ beqi ya ,）すなわち御身のグロリアのために尚々証拠となる儀なるべし。
（FD231-10）
・これみな所作を以て科の起り所と、その因縁を断ち切る事なれば、汝も何れの科を止め
ざるぞ、（nãgimo/izzureno togauo yamezaruzo ,）また別して除くべき科は何れぞと言
ふ事をよく観ぜよ。（SP197v-20）
・ 我がアニマに宿し奉りたる御方は誰にて在ますぞ、我ら又何者ぞ、（Vaga Animani 
yadoxitatematçuru/võcataua tarenite maximasuzo ,）我に来り給ふ御心宛は何たる事ぞ
と、右のメディタサンに見ゆる如くに観念をなし、（SP380v-3）
・ この儀は何の様に下知せらるるぞ、（cono guiua nanno/yôni guegi xeraruruzo,）或いは
何とてかくは言ひ付けらるるぞと心に糺問する事あるべからず：（SP391v-12）
・汝は何たる事に我が身を節せざるぞ、又何たる因縁によつてモルティフィカサンをせざ







Iacob ua von youai uo tamotaxe ta/mǒ ya ? tamauazu ya? to fito no qiqu uomo cayeri-
mizu,）（STs38-3）
・我に問ひ給ふは：見る人衆を誰とか思ふ？何処より来たり給ふと思ふや？と。（miru 

















































































































































































17 大文字で書かれる原語や、一部の日本語の名詞（都：Miaco, 南蛮： Nanbanなど）は除いた。
18 出雲（1985:32）は、天草本「平家物語」の会話文では疑問符の後ろが大文字だが、天草本「イソポ物語」
では小文字であり、後者では疑問符がコロン（セミコロン）かコンマに準じたものとして使われて
いる、としている。
19 理想的な発音を念頭に置かないなら、バレト写本がオ段長音の開合を全く区別していないように、
音素の対立が衰退した部分の書き分けは本来必要がない。
20 橋本進吉（1934）『国語法要説』は「文節は，文を分解して最初に得られる単位であって，直接に
は文を構成する成分（組成要素） である」と定義し，その特徴として「それだけはいつも続けて発
音される」「アクセントが定まっている」「前後に音の切れ目がある」「頭音あるいは尾音に（ガ行子
音の環境異音や開音節構造などの）規則をもつ」など音声上の形式的特徴から説明する。
―しらい・じゅん、広島大学大学院文学研究科准教授―
